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　「
天て

ん
の
う
さ
ま

王
様
」
と
い
え
ば
、
本
町
通
り
で
現
在

行
っ
て
い
る
お
祭
り
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、今
回
紹
介
す
る
の
は
、

若
小
玉
地
域
で
単
独
の
祭
礼
に
当
た
り
ま
す
。

　『
埼
玉
の
神
社
』
勝す

ぐ
ろ呂

神
社
の
項
目
を
見
る

と
、
若
小
玉
の
「
天
王
様
」
は
、
か
つ
て
小こ

あ
ざ字

の
中
村
耕
地
に
あ
っ
た
八や

さ
か坂
神
社
（
現
在
は
勝

呂
神
社
に
合ご

う
し祀
）
の
祭
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
戦
前
ま
で
7
月
14
日
に
「
天
王

様
」
が
あ
り
、
若
い
衆
の
担
ぐ
神み

こ
し輿
が
家
々
の

庭
先
を
練
り
ま
し
た
。
合
祀
後
も
祭
礼
の
前
日

に
は
旧
社
地
に
注し

め
な
わ
連
縄
が
張
ら
れ
、
神
輿
が
安

置
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
戦
後
、
神
輿
の
修
復
に

莫
大
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
立
ち
消
え
と

な
り
、
祭
礼
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
伝
わ
り

ま
す
。

　
竹
内
家
文
書
（
郷
土
博
物
館
蔵
）
に
は
、
文

化
4
年
（
1
8
0
7
）
か
ら
文
化
10
年
に
か
け

て
の
「
天
王
御
祭
礼
入
用
控
」
と
い
う
古
文
書

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
毎
年
の
祭
礼

費
用
の
収
支
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
帳
簿
で
す
。

い
ず
れ
も
6
月
の
吉
日
を
選
ん
で
書
き
始
め
ら

れ
て
お
り
、
祭
礼
の
約
1
カ
月
前
か
ら
準
備
が

開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
帳
簿
の
表
紙
や
裏
表
紙
に
は
「
若

小
玉
村
間あ

い
の
み
ち

之
道
若
者
共
」
と
墨
書
き
が
あ
り

ま
す
。
間
之
道
は
若
小
玉
の
小
字
の
一
つ
で
あ

り
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
属
す
る
若
者
た

ち
が
祭
礼
実
施
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

り
ま
す
。
帳
簿
に
は
毎
年
20
人
ほ
ど
の
農
民
の

名
前
が
あ
り
、
そ
の
役
割
を
持
ち
回
り
で
担
当

し
、
祭
礼
を
実
現
に
導
い
て
い
た
の
で
す
。

　「
天
王
様
」の
暴
れ
神
輿
は
流は

や行
り
病
を
追
い

払
い
、
人
々
の
無
病
息
災
を
願
う
意
味
合
い
が

あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
数
十
年

お
き
に
さ
ま
ざ
ま
な
疫え

き
び
ょ
う病が

流
行
し
、
そ
の
た

び
に
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。「
天

王
様
」
と
同
じ
疫
病
除よ

け
を
目
的
と
し
た
暴
れ

神
輿
、
獅
子
舞
（
龍

り
ゅ
う
と
う頭
舞ま

い
）、
祈き

と
う禱
は
、
こ
の
よ

う
な
疫
病
と
の
闘
い
の
中
で
地
域
社
会
が
生
み

出
し
、
地
元
の
若
者
た
ち
が
守
り
抜
い
て
き
た

ハ
レ
の
行
事
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
郷
土
博
物
館
　
澤
村
怜
薫
）

俳
句

城
西

榊
原
し
ず
か

冬
ざ
れ
や
躓
き
な
が
ら
世
を
生
き
て

藤
原
町

斎
藤
雄
次
郎

正
月
や
四
角
の
餅
を
丸
く
喰
ふ

長
野

鎌
田
　
　
昇

冬
耕
の
土
に
陽
の
裏
陽
の
表

棚
田
町

川
鍋
　
幽
覚

初
雪
や
鶏
冠
の
紅
極
め
た
り

持
田

小
倉
　
繁
三

数
え
日
や
微
風
に
揺
る
る
カ
レ
ン
ダ
ー

富
士
見
町

鈴
木
ス
イ
子

白
衣
観
音
光
背
は
寒
夕
焼

緑
町

松
林
　
真
弓

生
き
ざ
ま
は
十
人
十
色
札
納
め

忍

大
澤
　
由
子

石
段
を
振
袖
か
ゝ
え
初
詣

佐
間

西
岡
　
備
中

寝
て
は
起
き
起
き
て
は
眠
る
炬
燵
守
り

○
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
末
日（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て

掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

富
士
見
町

江
利
川
敏
夫

返
納
し
身
辺
整
理
年
用
意

荒
木

藤
田
　
栄
之

寒
晴
や
心
の
扉
開
け
放
つ

荒
木

髙
澤
よ
ね
子

冬
晴
れ
や
一
人
暮
ら
し
の
子
を
訪
ね

渡
柳

大
西
　
道
子

寂
寥
の
一
隅
と
も
す
石
蕗
の
花

門
井
町

宮
田
　
淑
尚

ご
ま
め
噛
む
癌
の
こ
と
な
ど
さ
て
お
い
て

南
河
原

今
村
　
文
女

八
度
目
の
辰
年
の
春
夫
は
な
く

下
須
戸

木
戸
　
八
重

風
花
に
追
い
か
け
ら
れ
る
野
の
小
路

上
池
守

益
岡
　
恵
子

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
迷
い
鴉
が
裸
木
に

富
士
見
町

野
口
　
勇
作

手
袋
の
上
か
ら
触
れ
る
細
き
指

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

ぎょうだ電子図書館
（https://web.d-library.jp/gyoda/）
・東京タワーに住む少年電子版　
　山口理/作
・アリバイ崩し承ります電子書籍版　大山誠一郎/著
・機動戦士ガンダムSEED 1 すれ違う翼　矢立肇/原作
・変な家電子版　雨穴/著

ぎょうだ電子図書館　おすすめ本

資
料
が
か
た
る

行
田
の
歴
史

59

行
田

歴
史
系
譜
359

若
小
玉
の「
天
王
様
」と
若
者
た
ち

天王様御祭礼入用控（郷土博物館蔵）

図書館来て！
見て！

行田市立図書館
佐間3-24-7
TEL：556-4227
FAX：555-3770

開館時間：午前9時～午後7時

休館日：2月5日㈪・13日㈫・19日㈪・26日㈪・29日㈭、
　　　　　　　　3月4日㈪・9日㈯・11日㈪
※休館日の図書の返却はブックポストをご利用ください。

　3月9日㈯、図書館は臨時休館します。
　当日は、図書館前のブックポストへの返却もできません
ので、ご注意ください。

臨時休館のお知らせ

　お気に入りのぬいぐるみを１日だけ図書館にお泊りさ
せてみませんか。一緒に読み聞かせに参加した後にぬい
ぐるみをお預かりします。
▶日　　時　 3月2日㈯午後4時集合、
　　　　　　3日㈰午後4時お迎え
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶対　　象　 小学校低学年以下(行田市立図書館の利用

カードをお持ちの方)
▶定　　員　 6人(定員を超えた場合は初めての方を優

先し、その後抽選。参加が決定した方には
2月25日㈰までにお知らせします)

▶そ の 他　申し込み時にぬいぐるみの名前を伺います。
▶申し込み　 2月18日㈰までに直接、電話、行田市電子申請・

届出サービスのいずれかの方法により同館

ぬいぐるみおとまり会

▶日　　時　 3月10日㈰午後1時30分～ 2時30分(午後
1時開場)

▶場　　所　中央公民館第1学習室
▶内　　容　・ 「教科書名短篇 家族の時間」より「字のない
　　　　　　　葉書」向田邦子／著  中公文庫
　　　　　　・ 「ヒヨコの蠅叩き」より「夏に太り、冬に太
　　　　　　　る」群ようこ／著　文春文庫　他 2作品
▶定　　員　70人(先着順)
▶協　　力　行田朗読の会
▶そ の 他　申し込みは不要です。

大人のためのミニ朗読会「春」

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　岩切　崇
【事業内容】  電子機器の組み立て・配

線、各種ユニットの組み
立て・配線、微細はんだ
付けなど

【所 在 地】 富士見町 2―12―6

株式会社ユニテック
技術者派遣で多くの企業のものづくりに貢献

　
自
動
車
や
家
電
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
工
業
製
品
に
使
わ
れ
て
い
る
「
半
導
体
」。

今
回
は
、
半
導
体
試
験
装
置
の
製
造
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
づ
く
り
を
行
う
株
式

会
社
ユ
ニ
テ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
先
代
の
岩
切
俊し

ゅ
ん
じ治

さ
ん
が
昭
和

54
年
に
創
業
し
ま
し
た
。
2
代
目
で
あ
る
現

・
代
表
取
締
役
の
崇
さ
ん
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ

機
器
を
取
り
扱
う
家
電
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、

も
の
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ん
だ
後
、
平
成
7

年
に
入
社
。
父
・
俊
治
さ
ん
か
ら
多
く
の
技

術
や
知
識
を
継
承
し
ま
し
た
。
半
導
体
試
験

装
置
は
、
人
間
の
体
に
例
え
る
と
頭
脳
に
当

た
る
「
半
導
体
」
が
、
指
示
通
り
に
動
く
の

か
、
ま
た
寒
い
地
域
や
暑
い
地
域
で
も
正
常

に
動
く
の
か
検
査
を
す
る
も
の
で
、
同
社
で

は
、
主
に
装
置
の
組
み
立
て
と
配
線
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
ね
じ
締
め
、
圧
着
、

は
ん
だ
付
け
な
ど
の
高
い
技
術
を
要
し
ま
す

が
、
要
素
技
術
に
対
す
る
教
育
を
受
け
た
熟

練
ワ
ー
カ
ー
ら
に
よ
る
「
匠た

く
みの

技
」
が
、
高

品
質
な
製
品
の
製
造
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
技
術
を
生
か
し
、
地
下
鉄
の
転
落

防
止
ド
ア
や
空
港
の
顔
認
証
ゲ
ー
ト
な
ど
の

製
造
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

顧
客
の
信
頼
と
満
足
を
得
る
「
良
い
製

品
」
を
提
供
す
る
た
め
、
同
社
で
は
「
Ｑ

（
品
質
）・
Ｃ（
原
価
生
産
性
）・
Ｄ（
納
期
）

+

Ｔ（
技
術
）」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。「
生

産
管
理
の
基
本
で
あ
る
『
よ
り
高
品
質
な
も

の
を
、
よ
り
安
く
、
納
期
内
に
提
供
す
る
こ

と
』
に
加
え
て
、
弊
社
で
は
Ｔ（
技
術
）
を

掲
げ
、
お
客
様
の
難
し
い
ご
依
頼
に
も
高
い

技
術
力
で
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
岩
切
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　
近
年
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
抱
え
て
い
る

技
術
者
不
足
の
問
題
に
着
目
し
、
令
和
2
年

か
ら
技
術
者
派
遣
事
業
を
始
め
た
同
社
。
電

子
機
器
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
派
遣
し
、

技
術
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
他
、
企
業
の
教

育
コ
ス
ト
削
減
や
離
職
率
の
改
善
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
岩
切
さ
ん
は
、

「
現
在
、
経
済
産
業
省
が
国
内
で
の
次
世
代

半
導
体
の
製
造
拠
点
整
備
に
向
け
て
動
き
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
追
い
風
に
乗
れ
る
よ
う
、

常
に
一
歩
二
歩
先
を
見
な
が
ら
、
半
導
体
市

場
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
半
導
体
の
さ
ら
な
る
進
歩
の

た
め
、
同
社
の
こ
れ
か
ら
に
注
目
で
す
。

品
質
な
製
品
の
製
造
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
技
術
を
生
か
し
、
地
下
鉄
の
転
落

防
止
ド
ア
や
空
港
の
顔
認
証
ゲ
ー
ト
な
ど
の

製
造
も
行
っ
て
い
ま
す
。


